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定
例
会

定
例
会

【
９
月
】

２
日・開
会

　
　
・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・会
期
の
決
定

　
　
・議
案
の一
括
上
程

　
　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

３
日・休
会

４
日・休
会

５
日・休
会（
議
案
研
究
）

      

（
一
般
質
問
発
言
内
容
通
告
締
切
）

６
日・休
会（
議
案
研
究
）

７
日・休
会（
議
案
研
究
）

８
日・決
算
説
明
、委
員
会
付
託
、

　
　

 

議
案
審
議
、

　
　

 

質
疑
、討
論
、採
決

９
日・議
案
審
議
、

　
　

 

質
疑
、討
論
、採
決

１０
日・休
会

11
日・休
会

12
日・休
会（
議
案
研
究
）

13
日・休
会（
議
案
研
究
）

14
日・休
会（
議
案
研
究
）

１５
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

      

（
開
会
、現
地
調
査
）

【
９
月
】

２
日・開
会

　
　
・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・会
期
の
決
定

　
　
・議
案
の一
括
上
程

　
　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

３
日・休
会

４
日・休
会

５
日・休
会（
議
案
研
究
）

      

（
一
般
質
問
発
言
内
容
通
告
締
切
）

６
日・休
会（
議
案
研
究
）

７
日・休
会（
議
案
研
究
）

８
日・決
算
説
明
、委
員
会
付
託
、

　
　

 

議
案
審
議
、

　
　

 

質
疑
、討
論
、採
決

９
日・議
案
審
議
、

　
　

 

質
疑
、討
論
、採
決

１０
日・休
会

11
日・休
会

12
日・休
会（
議
案
研
究
）

13
日・休
会（
議
案
研
究
）

14
日・休
会（
議
案
研
究
）

１５
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

      

（
開
会
、現
地
調
査
）

鹿
島
市
議
会 

令
和
4
年
９
月
定
例
会  

会
期
日
程

16
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

    

（
一
般
会
計
／

      

教
育
委
員
会・市
民
部
、産
業
部
ほ
か
）

17
日・休
会

18
日・休
会

19
日・休
会

20
日・休
会（
議
案
研
究
）

21
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

   　

 

（
一
般
会
計
／

         

総
務
部
ほ
か
、建
設
環
境
部
）

22
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

 

（
特
別
会
計
、公
営
企
業
会
計
、

　
　
　
討
論
、採
決
）

23
日・休
会

24
日・休
会

25
日・休
会

26
日・休
会（
議
案
整
理
）

27
日・一
般
質
問（
４
名
）

28
日・一
般
質
問（
３
名
） 

29
日・一
般
質
問（
３
名
） 

30
日・一
般
質
問（
３
名
）

【
10
月
】

１
日・休
会

２
日・休
会

３
日・休
会（
議
案
整
理
）

4
日・休
会（
議
案
整
理
）

5
日・委
員
会
報
告
、議
案
審
議

　
　
・質
疑
、討
論
、採
決

　
　
・閉
会

16
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

    

（
一
般
会
計
／

      

教
育
委
員
会・市
民
部
、産
業
部
ほ
か
）

17
日・休
会

18
日・休
会

19
日・休
会

20
日・休
会（
議
案
研
究
）

21
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

   　

 

（
一
般
会
計
／

         

総
務
部
ほ
か
、建
設
環
境
部
）

22
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

 

（
特
別
会
計
、公
営
企
業
会
計
、

　
　
　
討
論
、採
決
）

23
日・休
会

24
日・休
会

25
日・休
会

26
日・休
会（
議
案
整
理
）

27
日・一
般
質
問（
４
名
）

28
日・一
般
質
問（
３
名
） 

29
日・一
般
質
問（
３
名
） 

30
日・一
般
質
問（
３
名
）

【
10
月
】

１
日・休
会

２
日・休
会

３
日・休
会（
議
案
整
理
）

4
日・休
会（
議
案
整
理
）

5
日・委
員
会
報
告
、議
案
審
議

　
　
・質
疑
、討
論
、採
決

　
　
・閉
会

議案第38号
議案第39号
議案第40号
議案第41号
議案第42号
議案第43号

議案第44号

議案第45号
議案第46号
議案第47号
議案第48号
議案第49号
議案第50号
議案第51号
議案第52号
議案第53号
議案第54号
議案第55号
議案第56号
議案第57号
議案第58号
諮問第3号
議員提案第１号
意見書第２号

令和３年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について
令和３年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度鹿島市水道事業会計決算認定について
令和３年度鹿島市下水道事業会計決算認定について
鹿島市議会議員及び鹿島市長の選挙における選挙運動用自動車の使用
   及びポスター等の作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について
鹿島市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
鹿島市子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
令和４年度鹿島市一般会計補正予算（第２号）について
令和４年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
佐賀県市町総合事務組合規約の変更に係る協議について
令和４年度鹿島市一般会計補正予算（第３号）について
鹿島市固定資産評価審査委員会委員の選任について
鹿島市教育委員会委員の任命について
令和４年度鹿島市一般会計補正予算（第４号）について
新鹿島市民会館新築工事（建築主体）の請負契約の変更について
新鹿島市民会館新築工事（電気設備）の請負契約の変更について
新鹿島市民会館新築工事（機械設備）の請負契約の変更について
新鹿島市民会館新築工事（舞台設備）の請負契約の変更について
人権擁護委員候補者の推薦について
鹿島市監査委員条例の一部を改正する条例の制定について
燃料、肥料、飼料等の価格高騰対策の強化を求める意見書（案）

中
村
日
出
代

笠
継
　
健
吾

宮
崎
　
幸
宏

西
　
　
一
郎

池
田
　
廣
志

杉
原
　
元
博

樋
口
　
作
二

中
村
　
和
典

中
村
　
一
尭

勝
屋
　
弘
貞

伊
東
　
　
茂

徳
村
　
博
紀

福
井
　
　
正

松
尾
　
征
子

松
田
　
義
太

角
田
　
一
美【令和4年９月定例会】

採　決　結　果次のことを審議し決定しました
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○
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○
○
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議長
議長
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議長

議長

議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長
議長

認定
認定
認定
認定
認定
認定

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
同意
同意
可決
可決
可決
可決
可決
適任
可決
可決

賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数

賛成全員

賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員
賛成全員

○･･･賛成　×･･･反対　退･･･退席　欠･･･欠席　※･･･監査委員のため審議に参加できない

自　

令
和
４
年
９
月
２
日

至　

令
和
４
年
10
月
５
日

２
、日
程

1
、会
期

［令和４年９月議会号］ ［令和４年９月議会号］



議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
審
議

５ ４

　

松
尾
　
征
子  

議
員

■
子
ど
も
の
医
療
費
完
全

　
無
料
化
を

質
問
一
　
０
歳
児
の
医
療
費

無
料
化
が
実
現
し
、
五
十
年

し
て
や
っ
と
、
一
部
負
担
は

あ
る
と
し
て
も
、
す
べ
て
の

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
が
実

現
し
た
。

　

入
院
千
円
、
通
院
五
百
円

の
一
部
負
担
金
を
取
る
要
因

は
何
な
の
か
。

答
弁　

一
定
の
負
担
を
し
て

も
ら
う
こ
と
は
必
要
な
こ
と
。

自
分
で
治
せ
る
の
は
抑
制
す

る
と
い
う
こ
と
。
支
払
っ
て

い
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
の
要

因
。

質
問
二　

こ
れ
ま
で
も
「
少

し
ぐ
ら
い
は
払
っ
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
」
と
の
答
弁
が
、

こ
れ
で
も
返
っ
て
き
た
。
千

円
、
五
百
円
と
言
え
ど
も
払

え
な
い
人
も
い
る
。
一
部
負

担
金
は
や
め
る
こ
と
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
47
号

　

中
村
　
一
尭  

議
員

■
高
校
生
等
の
医
療
費
助
成

　
に
つ
い
て

質
問
　
高
校
生
等
（
18
歳
以

下
の
方
が
対
象
）
の
医
療
費

助
成
で
今
年
10
月
か
ら
医
療

費
・
通
院
費
が
５
０
０
円
と

な
る
。
対
象
者
は
８
０
０
名

ほ
ど
と
い
う
こ
と
だ
が
、
市

外
や
県
外
の
医
療
機
関
に
行

っ
て
も
５
０
０
円
で
受
診
で

き
る
の
か
。

答
弁
　
鹿
島
市
に
住
民
票
を

お
い
て
、
県
外
の
高
校
に
行

か
れ
て
い
る
方
も
結
構
い
ら

っ
し
ゃ
る
。
保
険
は
県
ご
と

な
の
で
、
県
内
の
病
院
で
は

現
物
給
付
で
出
来
る
。

　

県
外
の
病
院
に
行
っ
た
と

き
は
、
償
還
払
い
で
市
役
所

に
領
収
書
を
持
っ
て
き
て
い

た
だ
き
た
い
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
47
号

　

徳
村
　
博
紀 

議
員

■
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
支

　
援
等
業
務
に
つ
い
て

質
問
　
補
正
予
算
で
４
４
０

万
円
あ
が
っ
て
い
る
が
、
金

額
の
根
拠
は
。

　

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁　

こ
の
金
額
は
人
数
分

の
ポ
イ
ン
ト
の
原
資
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
事
務
経
費

に
か
か
る
諸
費
用
を
積
み
上

げ
た
金
額
で
あ
る
。

　

ま
た
、
付
与
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
は
、
健
康
保
険
証
の

紐
付
け
で
７
５
０
０
ポ
イ
ン

ト
、
公
金
受
取
口
座
登
録
紐

付
け
で
７
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
、

利
用
買
い
物
で
５
０
０
０
ポ

イ
ン
ト
、
最
高
で
２
０
０
０

０
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
。

　

付
与
方
法
と
し
て
は
、
み

な
さ
ん
が
お
持
ち
の
カ
ー
ド

や
電
子
マ
ネ
ー
等
多
種
多
様

選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
48
号

質
問
一
　
鹿
島
市
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
と
し
て
支
出
し
た
予

算
の
総
額
は
。

答
弁　

２
か
年
の
総
額
は
47

億
３
８
６
７
万
９
千
円
で
、

令
和
３
年
度
は
31
事
業
に
13

億
４
２
４
万
３
千
円
を
、
財

源
内
訳
は
、
国
12
億
５
６
８

２
万
２
千
円
、
県
４
５
２
万

８
千
円
、
そ
の
他
１
７
９
４

万
５
千
円
、
一
般
財
源
２
４

９
４
万
８
千
円
で
、
令
和
２

年
度
は
38
事
業
に
34
億
３
４

４
３
万
６
千
円
、
財
源
内
訳

は
、
国
34
億
１
６
９
６
万
７

千
円
、
県
１
３
１
４
万
５
千

円
、
そ
の
他
６
０
万
３
千
円
、

一
般
財
源
３
７
２
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
大
綱
質
疑
）

議
案
第
38
号

　

松
田
　
義
太 

議
員

■
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い

　
て

質
問
　
市
債
（
借
入
金
）
の

増
加
、
各
基
金
（
貯
金
）
の

減
少
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
の
公

共
施
設
の
老
朽
化
は
進
ん
で

お
り
、
今
後
計
画
的
な
維
持

管
理
が
必
要
。
今
後
、
担
当

課
は
ど
の
よ
う
な
財
政
運
営

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

市
債
、
各
基
金
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
指
摘
の
通

り
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
公
共
施
設
の

老
朽
化
に
つ
い
て
も
補
修
等

も
あ
り
、
今
後
も
市
債
の
発

行
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
措

置
が
あ
る
有
利
な
市
債
等
、

工
夫
を
し
な
が
ら
歳
入
確
保

に
努
め
、
財
政
運
営
に
あ
た

り
た
い
。

令
和
３
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
大
綱
質
疑
）

議
案
第
38
号

　

伊
東
　
茂 

議
員

■
保
育
所
給
食
費
等
支
援
事

　
業
に
つ
い
て

質
問　

①
物
価
高
騰
に
よ
る

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の

た
め
給
食
を
提
供
す
る
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
食
材

費
等
の
補
助
６
２
４
万
５
千

円
で
あ
る
が
、
物
価
上
昇
率

の
設
定
根
拠
と
補
助
の
期
間

に
つ
い
て
。

②
保
育
所
等
へ
の
事
業
内
容

の
説
明
と
補
助
期
間
、
終
了

後
の
決
算
報
告
に
つ
い
て
。

答
弁　

①
学
校
給
食
用
物
資

売
渡
し
価
格
、
令
和
３
年
と

４
年
の
平
均
上
昇
率
を
８
％

と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
補
助

期
間
は
さ
か
の
ぼ
り
令
和
４

年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月

ま
で
の
期
間
と
す
る
。

②
事
業
説
明
は
県
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
が
終
了
し
て
お

り
、
９
月
議
会
終
了
後
、
市

か
ら
も
説
明
を
行
う
。
ま
ず

概
算
払
を
行
い
、
年
度
終
了

後
、
実
績
払
い
を
行
う
。　

令
和
４
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
48
号

令
和
４
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
48
号

　

勝
屋
　
弘
貞 

議
員

■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の

　
機
能
強
化
事
業
に
つ
い
て

質
問
　
自
立
支
援
に
つ
い
て

今
ま
で
も
努
力
さ
れ
て
き
た

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
新

し
く
な
る
の
か
。

答
弁　

相
談
支
援
に
つ
い
て

は
職
員
が
集
中
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、
民
間
団
体

と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
市
・
社
協
・

民
間
団
体
で
会
議
体
を
設
置

す
る
。
予
定
と
し
て
は
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
、
鹿
島

防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
、

民
生
児
童
委
員
、
連
絡
協
議

会
、
鹿
島
市
連
合
青
年
団
等

と
連
携
し
、
食
事
の
宅
配
、

非
常
時
に
お
け
る
備
蓄
品
の

配
布
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、
子

ど
も
食
堂
、
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
等
、
一
体
と
な
っ

て
支
援
強
化
を
図
る
。

［令和４年9月議会号］ ［令和４年9月議会号］
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建設が進む新市民会館

下記のQRコードを読み取っていただければ、９月27日、28日、29日、30日に
行われた一般質問のYouTube動画を観ることができます。

一般質問のYouTube動画配信!

【９月27日】

福井　　正
松尾　征子

【９月28日】 【９月29日】 【９月30日】

※議場では、新型コロナウイルス感染予防のためアクリル板を使用して質問、答弁をしています。

一般質問に13人が
登壇しました

質
問
一　

令
和
５
年
４
月
１

日
に
、
厚
生
労
働
省
・
内
閣

府
・
文
部
科
学
省
の
幼
稚
園

を
除
く
子
ど
も
に
関
す
る
部

署
を
統
合
し
た
こ
ど
も
家
庭

庁
が
発
足
す
る
。
結
婚
妊
娠

子
育
て
子
の
結
婚
ま
で
見
守

り
続
け
支
援
す
る
組
織
で
あ

る
。
鹿
島
市
の
組
織
や
人
員

予
算
に
影
響
す
る
と
思
う
が
、

鹿
島
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
弁　

い
ず
れ
鹿
島
市
で
も

改
編
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

当
面
現
在
も
各
課
の
連
携
が

取
れ
て
お
り
。
現
状
で
対
応

で
き
て
い
る
必
要
な
時
期
が

来
た
ら
改
編
す
る
こ
と
と
思

う
。

質
問
一　

現
状
子
供
の
貧
困

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
子

ど
も
や
家
庭
へ
の
鹿
島
市
の

支
援
策
は
。

答
弁　

出
産
一
時
金
42
万
円

支
給
し
て
い
る
、
出
産
費
用

が
増
加
傾
向
に
あ
り
今
後
増

額
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。

産
後
う
つ
・
児
童
虐
待
等
に

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
し
て

い
る
。
保
育
所
運
営
補
助
・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
・

障
碍
者
支
援
・
ひ
と
り
親
に

対
す
る
相
談
員
配
置
・
教
育

委
員
会
で
経
済
的
支
援
・
要

保
護
者
支
援
・
就
学
援
助
学

力
向
上
事
業
等
行
っ
て
い
る
。

質
問
一　

困
窮
事
業
者
・
生

活
困
窮
者
に
対
す
る
給
付
金

支
援
と
貸
付
金
が
あ
る
、
ま

も
な
く
返
済
猶
予
期
間
が
終

わ
る
返
済
不
能
の
方
へ
の
支

援
策
は
。

答
弁　

住
民
税
非
課
税
方
へ

の
５
万
円
給
付
が
あ
る
。
社

協
の
生
活
困
窮
者
対
象
小
口

資
金
が
４
３
０
件
１
億
５
千

万
貸
し
付
け
て
い
る
。
ま
た

事
業
者
に
対
し
て
天
災
等
の

や
む
を
得
な
い
事
情
で
「
償

還
が
著
し
く
困
難
」
と
認
定

さ
れ
た
場
合
所
定
の
手
続
き

で
返
済
の
一
時
猶
予
や
減
免

が
あ
る
。

質
問
二　

困
窮
者
の
支
援
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
鹿
島
市

単
独
で
は
支
援
で
き
な
い
と

思
う
。
政
府
に
対
し
て
支
援

を
全
国
市
長
会
な
ど
で
要
請

で
き
な
い
か
。

答
弁
（
松
尾
市
長
）　

新
型

コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
レ
等
で
困

窮
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
こ

と
は
理
解
し
て
い
る
。
国
に

対
し
て
佐
賀
県
を
通
じ
た
全

国
知
事
会
な
ど
で
、
ま
た
近

隣
市
町
と
連
携
し
て
国
に
働

き
掛
け
た
い
。

福
井　

正 
議
員

子
ど
も
家
庭
庁
発
足
に
伴
う

鹿
島
市
の
対
応
に
つ
い
て

議員
議員

【９月27日】

杉原　元博
笠継　健吾

議員
議員

中村 日出代
樋口　作二
池田　廣志

議員
議員
議員

宮崎　幸宏
西　　一郎
中村　和典

議員
議員
議員

勝屋　弘貞
松田　義太
伊東　　茂

議員
議員
議員

鹿
島
市
の
こ
ど
も
・

家
庭
支
援
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

経
済
対
策
に
つ
い
て

　

笠
継
　
健
吾 

議
員

質
問
　
鹿
島
の
活
性
化
の
観

点
か
ら
将
来
の
四
、
五
年
間

を
展
望
し
た
場
合
、
現
在
み

え
る
の
は
新
市
民
会
館
建
設
、

駅
前
広
場
の
整
備
し
か
な
い
。

本
件
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
は
、
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
大
事
と
思
う

が
計
画
は
ど
う
か
。

答
弁　

落
成
式
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

市
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

新
鹿
島
市
民
会
館
新
築
工
事
（
建
築
主
体
）
の
請
負
契
約
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
55
号

［令和４年９月議会号］ ［令和４年９月議会号］

　

中
村
　
日
出
代 

議
員

質
問
一
　
工
期
の
延
長
の
理

由
は
何
か
。

答
弁　

令
和
３
年
８
月
豪
雨

に
よ
り
基
礎
工
事
中
の
表
層

部
分
が
軟
化
し
た
こ
と
等
に

よ
る
延
長
の
理
由
で
、
発
注

者
・
受
注
者
の
責
任
で
は
無

い
と
判
断
し
工
期
を
延
長
し

た
。

質
問
二　

工
事
請
負
費
に
つ

い
て
増
額
し
た
理
由
は
。

答
弁　

原
材
料
・
原
油
の
高

騰
、
労
務
単
価
の
上
昇
に
よ

る
増
と
な
っ
た
。

質
問
三　

今
後
の
考
え
方
は
。

答
弁　

今
回
、
工
期
の
延
長

と
継
続
予
算
の
増
額
を
お
願

い
し
て
い
る
。
早
急
の
完
成

と
契
約
金
額
も
抑
え
ら
れ
る

よ
う
に
協
議
し
て
い
く
。

意
見　

完
成
を
待
ち
望
ん
で

い
る
方
々
を
早
く
安
心
さ
せ

る
よ
う
に
工
事
を
進
め
て
頂

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
鹿
島
市
民
会
館
新
築
工
事
（
建
築
主
体
）
の
請
負
契
約
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
55
号

　

福
井
　
正 

議
員

質
問
一
　
新
市
民
会
館
の
建

設
は
令
和
５
年
５
月
完
成
予

定
で
あ
る
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
新
市
民
会
館
を
利
用
で

き
る
の
は
い
つ
ご
ろ
な
の
か
。

答
弁　

５
月
完
成
か
ら
２
、

３
ヶ
月
か
か
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
来
年
７
月
か
８
月
に

可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

質
問
二　

完
成
記
念
式
典
等

に
つ
い
て
、
開
催
す
る
の
か
。

答
弁　

記
念
式
典
な
ど
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
決
め
て
い
な

い
。

新
鹿
島
市
民
会
館
新
築
工
事
（
建
築
主
体
）
の
請
負
契
約
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
55
号



９ ８

松
尾　

征
子 

議
員

補
聴
器
購
入
助
成
を

質
問
一　

線
状
降
水
帯
の
予

測
と
警
戒
呼
び
掛
け
に
つ
い

て
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

線
状
降
水
帯
予
測
は
、

今
年
６
月
よ
り
気
象
台
か
ら

発
表
さ
れ
て
い
る
。
的
中
率

は
約
30
％
で
、
今
後
的
中
率

を
上
げ
る
努
力
と
発
表
地
域

を
県
や
市
町
村
単
位
で
出
せ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
と

聞
い
て
い
る
。
避
難
指
示
又

は
そ
の
上
の
緊
急
安
全
確
保

な
ど
の
情
報
発
令
の
基
準
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

質
問
二　

河
川
の
水
位
を
確

認
で
き
る
危
機
管
理
型
水
位

計
の
設
置
が
進
ん
だ
が
、
市

の
設
置
状
況
は
。

答
弁　

県
設
置
の
水
位
計
が

14
箇
所
あ
り
、
６
箇
所
に
危

機
管
理
型
水
位
計
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
水
位
計
の
情
報

は
県
Ｈ
Ｐ
水
防
く
ん
で
見
る

事
が
出
来
る
。

質
問
三　

近
年
は
大
規
模
な

土
砂
災
害
が
多
い
。
特
に
注

意
を
要
す
る
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
は
市
内
に
何
カ
所

あ
る
の
か
。

答
弁　

市
全
体
で
５
１
１
箇

所
あ
る
。

質
問
四　

災
害
時
は
、
自
ら

の
身
を
守
る
自
助
が
最
も
重

要
。
マ
イ
・
タ
イ
ム
・
ラ
イ

ン
作
成
を
後
押
し
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
が
、
市
の

対
応
は
。

答
弁　

５
月
の
鹿
島
市
地
域

防
災
計
画
の
改
正
で
、
推
進

し
て
い
く
旨
を
記
載
し
た
。

今
後
先
進
事
例
等
を
参
考
に

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
や
研

修
、
出
前
講
座
等
の
勉
強
会

な
ど
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

質
問
一　

通
級
指
導
を
利
用

し
て
い
る
児
童
・
生
徒
数
を

聞
く
。　

答
弁　

小
学
校
１
１
６
人

（
７
・
４
％
）
、
中
学
校
３

８
人
（
５
・
１
％
）
が
利
用
。

質
問
二　

通
級
指
導
の
利
用

頻
度
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

１
人
あ
た
り
週
に
１

時
間
（
多
く
て
も
２
時
間
）

程
度
を
通
級
教
室
に
お
い
て

授
業
を
受
け
る
。

質
問
三　

適
切
な
教
育
支
援

が
広
が
っ
て
い
る
一
方
、
課

題
も
多
い
。
現
状
の
課
題
に

つ
い
て
聞
く
。

答
弁　

市
町
の
教
育
委
員
会

か
ら
の
加
配
教
員
の
増
員
に

対
す
る
要
望
通
り
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
全
て
の
学
校
に
通

級
指
導
教
室
が
設
置
出
来
て

な
い
。

質
問
四　

今
後
も
利
用
者
が

増
え
続
け
、
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
す
る
と
思
う
。
通
級
指
導

の
更
な
る
充
実
に
向
け
て
の

考
え
は
。

答
弁　

支
援
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
が
今
以
上
に
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
必
要
な
支

援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

杉
原　

元
博 

議
員

利
用
が
広
が
っ
て
い
る

「
通
級
指
導
」に
つ
い
て

命
と
暮
ら
し
を
守
る

「
災
害
対
策
」
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
一　

雇
用
の
確
保
の
た

め
、
新
工
業
団
地
の
計
画
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た

現
在
の
工
業
団
地
の
状
況
は

ど
う
か
。

答
弁　

現
在
の
工
業
団
地
は

浜
工
業
団
地
４
社
、
大
村
方

工
業
団
地
22
社
、
谷
田
工
業

団
地
４
社
で
分
譲
可
能
用
地

の
残
り
は
な
い
。　

　

新
工
業
団
地
の
取
り
組
み

は
令
和
元
年
度
に
適
地
調
査

を
実
施
し
、
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
経
済
情
勢
の
変
化
も

あ
り
事
業
費
も
大
き
く
、
財

政
等
考
え
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

意
見　

若
者
の
転
出
は
続
い

て
お
り
、
雇
用
の
確
保
は
重

要
課
題
で
あ
る
。

質
問
一　

鹿
島
市
の
未
婚
晩

婚
化
の
状
況
は
ど
う
か
。
長

引
く
日
本
経
済
の
低
迷
、
雇

用
体
系
の
変
化
も
影
響
し
、

若
者
の
結
婚
に
影
響
し
て
い

る
。

答
弁　

未
婚
者
数
（
令
和
２

年
国
勢
調
査
）
40
代
男
性

１,
６
１
６
人
の
23
・
５
％
、

女
性
１,
７
１
０
人
の
18
・

８
％
・
50
代
男
性
１,
７
４
１

人
の
19
％
、
女
性
１,
８
０
７

人
の
11
％
で
あ
る
。

質
問
二　

鹿
島
市
と
し
て
も

婚
活
の
取
り
組
み
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
他
の
市
町
が

取
り
組
み
を
さ
れ
、
多
く
の

成
婚
者
が
あ
っ
て
い
る
。

答
弁　

少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
結
婚
支
援
は
必
要

だ
と
感
じ
て
い
る
。
他
の
市

町
の
事
例
も
参
考
に
十
分
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質
問
一　

市
道
上
の
被
り
木

に
つ
い
て
、
鹿
島
市
は
緑
も

多
く
、
市
の
対
応
は
ど
う
し

て
い
る
か
。
他
市
が
高
所
作

業
車
や
作
業
員
を
派
遣
し
、

地
区
と
協
力
し
て
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

答
弁　

民
法
２
３
３
条
に
よ

り
、
原
則
と
し
て
被
り
木
の

所
有
者
に
処
分
を
お
願
い
し

て
い
る
。
他
市
の
取
り
組
み

で
、
一
部
対
応
の
違
い
も
あ

る
。
今
後
十
分
に
研
究
し
て

い
き
た
い
。

意
見　

市
道
上
の
被
り
木
は

地
区
が
困
っ
て
い
る
問
題
で
、

鹿
島
の
景
観
を
悪
く
し
て
い

る
問
題
で
も
あ
る
。
早
急
に

取
り
組
め
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

笠
継　

健
吾 

議
員

新
工
業
団
地
に
つ
い
て

未
婚
晩
婚
化
に
つ
い
て

市
道
上
の
被
り
木
に
つ
い
て

鹿
島
市
農
業
委
員
に
つ
い
て

質
問
一　

農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
主

な
役
割
、
業
務
内
容
に
つ
い

て
。

答
弁　

農
業
委
員
は
合
議
体

と
し
て
の
決
定
行
為
業
務
等
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
の
機
運
づ
く
り
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
等
で
あ

る
。

質
問
二　

担
い
手
へ
の
農
地

の
集
積
・
集
約
化
に
つ
い
て

の
説
明
を
。

答
弁　

農
地
集
積
は
経
営
面

積
を
増
や
す
こ
と
で
農
家
は

大
規
模
化
し
競
争
力
が
増
す
。

農
地
集
約
は
経
営
農
地
を
一

ケ
所
に
寄
せ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
圃
場
の
移
動

に
大
き
な
労
力
と
時
間
が
不

要
と
な
り
経
営
の
省
力
化
・

効
率
化
が
図
れ
る
。

意
見　

最
近
の
傾
向
で
ト
マ

ト
等
の
施
設
園
芸
を
や
り
た

い
新
規
参
入
が
多
い
。
頑

張
っ
て
貰
い
た
い
。

質
問
一　

浜
小
学
校
は
令
和

元
年
に
校
舎
２
階
の
天
井
モ

ル
タ
ル
約
80
㎏
の
落
下
事
故

が
発
生
し
た
。
そ
の
後
４
年

間
大
規
模
改
造
計
画
は
無
い

が
、
い
つ
に
な
る
の
か
。

答
弁　

浜
小
学
校
の
改
造
工

事
は
、
令
和
５
年
に
設
計
し

令
和
６
年
に
工
事
着
工
を
計

画
し
て
い
る
。

質
問
一　

昨
年
も
浜
小
学
校

プ
ー
ル
が
滑
っ
て
生
徒
が
ケ

ガ
を
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

対
策
を
取
っ
て
欲
し
い
と
要

請
し
て
い
た
。
今
年
は
昨
年

よ
り
も
滑
る
状
態
が
悪
く

な
っ
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ

う
な
改
善
を
図
る
の
か
。

答
弁　

高
圧
洗
浄
機
、
除
藻

剤
を
使
用
し
た
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。

意
見　

児
童
生
徒
等
の
安
全

対
策
は
最
重
要
課
題
。
し
っ

か
り
し
た
対
応
を
お
願
い
す

る
。

質
問
一　

高
齢
者
は
月
に
三

カ
所
通
院
し
て
い
る
方
々
が

多
い
。
交
通
費
の
支
援
を
検

討
で
き
な
い
か
。

答
弁　

高
齢
者
福
祉
と
連
携

し
支
援
を
検
討
す
る
。

意
見　

免
許
証
返
納
者
の
増

化
に
よ
り
移
動
困
難
者
の
支

援
が
急
務
。
対
策
の
強
化
を
。

質
問
二　

保
険
健
康
課
の
買

い
物
応
援
バ
ス
事
業
拡
大
が

出
来
な
い
か
。

答
弁　

社
会
福
祉
協
議
会
で

実
施
し
て
い
る
。
地
元
の
協

力
が
あ
れ
ば
運
用
出
来
る
。

運
用
で
き
れ
ば
高
齢
者
の
交

通
手
段
に
繋
が
る
。

　
　
　
　

中
村　

日
出
代 
議
員

学
校
施
設
の
維
持
管
理

の
徹
底
に
つ
い
て

浜
小
学
校
プ
ー
ル
施
設

の
安
全
に
つ
い
て

交
通
弱
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

質
問
一　

高
齢
化
が
進
み
難

聴
者
が
増
え
て
い
る
。
耳
が

聞
こ
え
な
い
こ
と
で
外
出
の

機
会
が
少
な
く
な
り
、
社
会

と
の
孤
立
が
始
ま
る
。
ス
ト

レ
ス
・
睡
眠
不
足
な
ど
に
進

む
と
言
わ
れ
て
い
る
。
難
聴

が
引
き
起
こ
す
認
知
症
が
心

配
だ
。

　

厚
生
労
働
省
は
認
知
症
の

要
因
の
一
つ
に
難
聴
を
挙
げ

て
い
る
。
早
期
の
予
防
や
補

聴
器
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
が
必

要
と
し
て
い
る
。
認
知
症
の

予
防
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命

を
守
る
た
め
、
さ
ら
に
医
療

費
抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
確

信
す
る
。
補
聴
器
購
入
の
助

成
を
お
願
い
し
た
い
。

答
弁　

身
体
障
害
者
の
交
付

対
象
と
な
ら
な
い
中
程
度
難

聴
者
に
補
聴
器
を
出
す
こ
と

は
日
常
積
極
的
な
社
会
参
加

に
と
い
う
こ
と
で
、
北
海
道

や
東
京
を
中
心
に
助
成
が
始

ま
っ
て
い
る
。
福
岡
県
で
も

始
ま
っ
て
い
る
。

　

補
助
の
制
度
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
佐
賀
県
で
は
ま
だ
。

国
・
県
各
団
体
の
動
き
を

し
っ
か
り
見
て
、
今
後
対
応

し
て
い
き
た
い
。

質
問
一　

各
戸
に
防
災
無
線

が
設
置
さ
れ
て
、
災
害
時
は

も
ち
ろ
ん
、
情
報
網
と
し
て

重
宝
し
て
い
る
。

　

無
線
は
市
が
各
戸
に
設
置

し
、
新
築
の
家
に
は
そ
の
都

度
設
置
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
。
市
内
の
あ
る
地
域

で
、
「
地
域
の
連
絡
を
し
た

ら
新
築
の
家
数
軒
に
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ

た
。
伝
わ
っ
て
な
か
っ
た
家

で
は
、
ど
の
家
に
も
無
線
が

つ
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

無
線
は
市
民
に
と
っ
て
必

要
な
も
の
だ
。
設
置
に
つ
い

て
改
め
て
市
民
に
徹
底
し
て

も
ら
い
た
い
。

答
弁　

屋
内
個
別
受
信
機
は

平
成
27
・
28
年
に
住
宅
所
有

者
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
家

庭
に
無
償
で
設
置
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
築
住
宅
に
も

無
償
で
設
置
し
て
い
る
。
知

ら
な
い
人
は
市
外
か
ら
来
ら

れ
た
人
が
多
い
の
で
、
市
民

課
の
窓
口
で
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。

　

年
に
一
度
、
電
池
交
換
に

つ
い
て
市
報
に
載
せ
る
。
設

置
に
つ
い
て
も
一
緒
に
載
せ

て
い
く
。

　

他
に
も
、
周
知
で
き
る
よ

う
に
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て

い
き
た
い
。

防
災
無
線
設
置

に
つ
い
て
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有
明
海
を
取
り
巻
く

課
題
に
い
て

質
問
一　

鹿
島
市
議
会
で
意

見
書
を
提
出
し
て
求
め
た
漁

業
者
へ
の
救
済
が
見
送
ら
れ

た
こ
と
を
市
当
局
は
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

答
弁　

水
産
庁
が
佐
賀
県
西

南
部
五
支
所
を
訪
問
し
て
出

し
た
結
果
で
は
あ
る
が
、
支

所
ご
と
に
過
去
の
実
績
が
違

い
、
単
年
度
の
平
均
で
考
え

る
の
に
は
違
和
感
が
あ
る
。

質
問
二　

鹿
島
市
の
中
で
も

地
区
に
よ
り
違
い
が
あ
り
、

平
均
で
の
査
定
で
は
納
得
で

き
な
い
が
。

答
弁　

過
去
五
年
間
の
実
績

を
調
べ
て
み
る
と
、
鹿
島
・

浜
地
区
は
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
が
、
七
浦
地
区
は
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
。

質
問
三　

農
水
省
が
個
別
保

障
の
代
わ
り
に
実
施
す
る
有

明
海
の
再
生
に
向
け
た
支
援

策
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

答
弁　

海
況
や
生
物
の
調
査

を
始
め
、
ア
サ
リ
を
は
じ
め

と
す
る
二
枚
貝
増
殖
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
が
あ
る
。

質
問
一　

有
明
海
に
は
、
か

つ
て
の
豊
か
な
海
の
証
拠
の

よ
う
に
、
棚
ジ
ブ
や
筌
波
瀬
、

石
ア
バ
な
ど
の
跡
が
残
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
文
化
財
と

し
て
残
す
必
要
が
あ
る
と
思

え
る
が
市
当
局
の
考
え
は
如

何
か
。

答
弁　

棚
ジ
ブ
、
石
ア
バ
な

ど
の
有
明
海
特
有
の
伝
統
漁

法
は
、
鹿
島
市
に
残
る
貴
重

な
資
料
と
し
て
新
市
民
会
館

で
の
民
俗
資
料
展
示
な
ど
で

紹
介
し
て
い
き
た
い
。
し
か

し
、
海
の
中
の
建
造
物
は
再

生
し
て
も
文
化
財
に
は
な
ら

ず
、
漁
業
権
な
ど
の
絡
み
も

あ
り
再
生
策
が
難
し
い
。

質
問
一　

鹿
島
市
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
至
っ
た

思
い
を
有
明
海
の
保
全
と
照

ら
し
て
市
長
に
伺
い
た
い
。

答
弁　

か
つ
て
海
苔
漁
を
し

て
い
た
こ
ろ
の
海
は
、
様
々

な
魚
介
類
が
生
息
す
る
豊
か

な
海
で
、
人
も
干
潟
と
の
か

か
わ
り
が
多
か
っ
た
。
し
か

し
次
第
に
生
き
物
が
少
な
く

な
り
、
諫
早
湾
干
拓
堤
防
閉

め
切
り
の
後
は
さ
ら
に
海
況

が
悪
化
し
た
よ
う
に
思
え
る
。

こ
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
は
単
に
脱
炭
素
を
め
ざ

す
だ
け
で
は
な
く
、
鹿
島
の

豊
か
な
自
然
を
取
り
戻
し
、

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き

継
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
を
込

め
て
い
る
。

樋
口　

作
二 

議
員

有
明
海
沿
岸
道
路

有
明
海
特
措
法
に
基
づ
く

漁
業
者
へ
の
救
済

鹿
島
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
と
有
明
海

有
明
海
の

漁
労
文
化
財
の
継
承

D
X
社
会
に
向
け
た

鹿
島
市
の
未
来
の
街
づ
く
り

質
問
一　

鹿
島
市
の
D
X
社

会
に
向
け
た
「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
」
の
実
現

に
つ
い
て
。

答
弁　

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
」
の
実
現
の
た

め
に
は
、
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ

ト
面
で
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の

整
備
や
、
そ
れ
を
扱
う
デ
ジ

タ
ル
の
人
材
の
育
成
、
ま
た

は
市
民
に
デ
ジ
タ
ル
へ
の
理

解
を
広
げ
る
た
め
の
周
知
活

動
な
ど
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
行
政
だ
け
で

は
な
く
D
X
民
間
団
体
な
ど

ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
所
と
連

携
・
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

ま
た
、
本
構
想
の
実
現
の

た
め
の
具
体
な
事
業
策
定
や

事
業
の
実
装
な
ど
を
展
開
し

て
い
く
上
で
必
要
と
な
る
事

業
費
（
予
算
）
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
な

ど
を
し
っ
か
り
利
活
用
し
て

い
き
た
い
。

質
問
一　

「
西
九
州
新
幹
線
」

の
開
業
効
果
を
最
大
限
に
高

め
る
た
め
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
「
佐
賀
・
長

崎
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て
。

答
弁　

「
佐
賀
・
長
崎
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
は
、
新
幹
線
開
業

を
契
機
と
し
、
J
R
九
州
と

沿
線
地
域
（
佐
賀
県
と
長
崎

県
）
が
一
体
と
な
っ
て
観
光

資
源
を
磨
き
上
げ
、
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
新
幹
線

沿
線
地
域
だ
け
で
な
く
、
鹿

島
市
を
含
む
そ
の
周
辺
地
域

ま
で
効
果
を
波
及
さ
せ
る
目

的
で
、
10
月
か
ら
12
月
の
期

間
、
全
国
に
西
九
州
新
幹
線

及
び
佐
賀
県
、
長
崎
県
を
紹

介
し
て
い
く
。
鹿
島
市
に
お

い
て
も
、
２
次
交
通
の
整
備

や
地
域
の
魅
力
づ
く
り
、
観

光
資
源
の
磨
き
上
げ
、
お
も

て
な
し
の
向
上
、
S
N
S
情

報
発
信
な
ど
を
行
い
、
開
業

効
果
を
最
大
限
に
高
め
た
い
。

質
問
一　

有
明
海
沿
岸
道
路

の
福
富
鹿
島
道
路
の
事
業
進

捗
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
弁　

福
富
鹿
島
道
路
（
全

長
約
10
㌔
）
の
う
ち
鹿
島
側

の
深
浦
か
ら
廻
里
江
川
付
近

ま
で
の
数
km
が
対
象
で
あ
り
、

長
崎
本
線
と
廻
里
江
川
と
の

交
差
に
伴
い
構
造
物
の
形
状

や
位
置
が
複
雑
と
な
り
、
設

計
難
易
度
が
高
く
時
間
を
要

す
る
の
で
先
行
着
手
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
竜
王
第
一
踏
切
と

室
島
南
交
差
点
の
近
接
や
極

端
な
線
形
不
良
箇
所
の
回
避

な
ど
、
整
備
の
効
果
が
大
き

い
重
要
な
区
間
で
も
あ
り
、

優
先
度
が
高
い
区
間
と
な
っ

て
い
る
。

宮
崎　

幸
宏 

議
員

鹿
島
市
に
お
け
る
D
X

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

西
九
州
新
幹
線
開
業
に
伴
う

ツ
ー
リ
ズ
ム（
観
光
事
業
）

市
内
循
環
バ
ス
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

質
問
一　

市
内
循
環
バ
ス
運

行
の
目
的
は
。

答
弁　

交
通
弱
者
の
移
動
手

段
を
確
保
し
、
市
内
の
主
要

拠
点
、
交
通
結
節
点
へ
の
ア

ク
セ
ス
増
や
し
利
便
性
の
向

上
を
図
る
。
現
在
24
か
所
の

停
留
所
を
一
日
６
便
運
行
し

て
い
る
。

質
問
二　

予
算
規
模
と
利
用

者
の
推
移
に
つ
い
て
。

答
弁　

運
行
経
費
総
額
6
６

０
万
６
４
０
０
円
。
年
間
利

用
者
数
は
平
成
23
年
１
６
０

４
人
、
令
和
３
年
５
８
７
５

人
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。

質
問
三　

平
成
30
年
10
月
を

最
後
に
路
線
が
見
直
さ
れ
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁　

地
元
住
民
、
公
共
交

通
事
業
所
、
行
政
な
ど
が
連

携
し
公
共
交
通
網
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
は

高
津
原
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

停
留
所
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。

質
問
四　

今
後
の
利
便
性
向

上
と
利
用
者
増
加
に
向
け
た

取
り
組
み
に
M
a
a
S
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
A
I
運
行

バ
ス
な
ど
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

利
便
性
の
向
上
を
図
る
べ
き

だ
と
思
う
が
、
お
考
え
を
お

伺
い
す
る
。

答
弁　

大
き
な
目
標
は
公
共

交
通
計
画
に
あ
る
。
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
運
営
や
利

用
促
進
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
は

で
デ
ジ
タ
ル
を
用
い
た
取
り

組
み
の
た
め
高
齢
者
に
も
苦

手
意
識
を
払
拭
し
て
も
ら
う

取
り
組
み
が
必
要
。

質
問
一　

鹿
島
市
が
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
達
成
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策

を
行
う
の
か
。

答
弁　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
、
市
民
・

事
業
者
の
活
動
促
進
な
ど

の
施
策
に
よ
り
温
室
効
果
ガ

ス
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

質
問
二　

エ
ネ
ル
ギ
ー
交
換

効
率
が
高
い
マ
イ
ク
ロ
水
力

発
電
な
ど
の
小
規
模
な
発
電

設
備
の
検
討
は
行
っ
た
の
か
。

答
弁　

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

は
ま
だ
ま
だ
設
置
コ
ス
ト
が

高
く
、
ま
と
ま
っ
た
発
電
量

を
確
保
し
が
た
い
な
ど
の
観

点
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て

は
太
陽
光
発
電
を
主
軸
に
考

え
て
い
る
が
マ
イ
ク
ロ
水
力

発
電
の
活
用
も
今
後
考
え
て

い
き
た
い
。

西　

一
郎 

議
員

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
一　

長
崎
本
線
を
走
る

特
急
電
車
が
大
幅
に
減
便
さ

れ
た
が
、
長
崎
本
線
と
市
民

生
活
の
関
わ
り
を
調
べ
た
ら
、

線
路
と
道
路
が
交
差
す
る
高

架
式
ガ
ー
ド
は
、
低
く
て
狭

い
ま
ま
92
年
間
放
置
さ
れ
、

建
設
当
時
は
低
い
ガ
ー
ド
で

も
支
障
が
無
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

現
在
、
こ
の
ガ
ー
ド
で
は

救
急
車
等
の
緊
急
自
動
車
が

通
れ
ず
遠
回
り
を
し
て
い
る
。

北
鹿
島
・
鹿
島
・
浜
地
区
に

各
２
箇
所
、
七
浦
地
区
に
３

箇
所
と
全
部
で
９
箇
所
あ
り
、

さ
ら
に
ガ
ー
ド
以
外
で
も
幹

線
市
道
の
路
幅
が
狭
く
、
救

急
車
等
が
通
れ
な
い
所
が
４

箇
所
あ
る
。

　

救
急
車
が
通
れ
な
い
の
は

致
命
的
な
欠
陥
な
の
で
、
七

浦
地
区
西
塩
屋
の
ガ
ー
ド
を

改
良
し
た
よ
う
に
緊
急
地
方

道
整
備
事
業
で
、
年
次
計
画

を
立
て
、
改
修
で
き
な
い
の

か
尋
ね
る
。

答
弁　

市
道
の
幅
や
高
さ
の

問
題
で
、
救
急
車
等
が
通
れ

な
い
所
が
あ
れ
ば
、
遠
回
り

す
る
し
か
な
く
、
整
備
は
必

要
と
思
う
が
、
そ
れ
を
解
消

す
る
た
め
に
は
、
用
地
費
や

通
過
列
車
へ
の
安
全
対
策
な

ど
、
多
額
の
工
事
費
が
考
え

ら
れ
る
。
市
単
独
で
の
工
事

は
難
し
い
と
思
う
の
で
、
国

等
と
協
議
す
る
。

質
問
二　

幹
線
市
道
で
、
中

央
線
、
外
側
線
、
停
止
線
が

消
え
、
大
変
危
険
な
の
で
、

そ
の
対
策
を
。

答
弁　

財
政
的
な
制
約
は
あ

る
が
、
予
算
を
確
保
し
て
、

改
善
を
図
る
。

質
問
三　

小
・
中
学
校
周
辺

の
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
の
交
通

安
全
対
策
は
。

答
弁　

警
察
や
県
・
市
道
路

管
理
者
、
区
長
会
、
校
長
会

な
ど
で
組
織
し
た
連
絡
協
議

会
で
、
安
全
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

質
問
一　

鹿
島
市
都
市
計
画

で
、
指
定
し
て
い
る
場
所
に

「
中
川
児
童
公
園
」
を
整
備

し
、
市
民
図
書
館
の
事
業
と

連
携
す
る
考
え
は
。

答
弁　

現
在
の
市
役
所
が
中

川
公
園
の
一
部
を
削
る
形
で

建
設
さ
れ
、
不
足
す
る
駐
車

場
敷
地
を
賄
う
た
め
、
中
川

児
童
公
園
建
設
予
定
地
を
駐

車
場
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、

中
川
児
童
公
園
を
早
期
に
整

備
す
る
考
え
は
な
い
が
、
図

書
館
側
の
意
向
を
確
認
し
、

連
携
に
つ
い
て
考
え
る
。

池
田　

廣
志 

議
員

皆
が
住
み
易
い
と

思
う
地
域
づ
く
り
を

市
の
都
市
計
画
図
で
指
定

し
て
い
る
場
所
に「
中
川
児

童
公
園
」の
整
備
を

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィへ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

［令和４年９月議会号］ ［令和４年９月議会号］
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
、

物
価
高
騰
に
喘
ぐ
農
林
水
産
業
の

振
興
策
と
支
援
策
に
つ
い
て

質
問
一　

肥
料
・
飼
料
等
の

価
格
高
騰
に
対
す
る
鹿
島
市

の
支
援
策
に
つ
い
て
。

答
弁　

肥
料
価
格
高
騰
対
策

と
し
て
、
農
家
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
国
・
県
の
補

助
残
３
０
％
の
２
分
の
１
総

額
３
千
万
円
を
補
助
す
る
。

ま
た
、
配
合
飼
料
価
格
高
騰

対
策
と
し
て
、
畜
産
農
家
が

行
う
基
金
積
立
金
の
３
分
の

１
、
ト
ン
当
た
り
２
百
円
、

総
額
２
百
万
円
を
補
助
す
る
。

９
月
補
正
で
可
決
済
。

質
問
二　

開
設
４
年
目
と
な

る
鹿
島
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ

ア
ー
ム
卒
業
生
の
進
路
に
つ

い
て
。

答
弁　

ト
マ
ト
の
研
修
生
８

名
が
卒
業
し
、
鹿
島
市
で
就

農
し
た
者
は
、
２
名
で
あ
る
。

質
問
三　

さ
が
園
芸
８
８
８

運
動
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

４
年
間
で
、
杵
藤
地

区
の
園
芸
産
出
額
２
６
３
・

７
億
円
が
２
４
９
・
８
億
円

へ
減
少
、
鹿
島
市
も
59
・
３

億
円
が
54
・
５
億
円
へ
減
少

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
、
災
害
、

玉
葱
の
暴
落
、
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
り
か
な
り
苦
戦
し
て

い
る
。

質
問
四　

人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　

令
和
２
年
度
に
71
地

区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
が
、
１
地
区
し
か
計
画
作

成
が
出
来
て
い
な
い
。
令
和

６
年
度
ま
で
に
は
全
て
完
了

し
た
い
。

質
問
五　

鹿
島
市
園
芸
団
地

構
想
に
つ
い
て
の
質
問
す
る
。

　

最
近
、
近
隣
の
嬉
野
市
・

武
雄
市
・
白
石
町
・
大
町

町
・
江
北
町
に
お
い
て
は
最

新
の
園
芸
団
地
が
整
備
さ
れ
、

新
規
就
農
者
が
移
住
・
定
住

し
、
稼
げ
る
農
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
素
晴
ら
し
い
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

　

国
や
県
も
高
率
の
補
助
事

業
で
支
援
し
て
お
り
、
今
が

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
が
市
長

の
考
え
は
。

答
弁　

農
業
は
、
基
幹
産
業

と
位
置
付
け
て
お
り
、
こ
の

構
想
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

担
当
課
に
指
示
を
し
て
お
り
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
。

質
問
六　

林
業
振
興
の
財
源

と
し
て
佐
賀
県
森
林
環
境
税

が
導
入
さ
れ
て
か
ら
14
年
に

な
る
が
、
鹿
島
市
民
・
市
内

法
人
が
納
め
た
税
の
総
額
は

い
く
ら
か
。

答
弁　

納
税
額
は
約
１
億
３

９
０
０
万
円
で
あ
る
。
多
良

岳
・
経
ヶ
岳
区
域
で
活
用
し

た
事
業
費
は
、
約
３
億
円
で

あ
る
。

中
村　

和
典 

議
員

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た

経
済
対
策
に
つ
い
て

質
問
一　

令
和
２
年
４
月
に

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

て
以
降
、
飲
食
業
を
始
め
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
業
、
観
光
事

業
者
を
中
心
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

国
・
県
・
市
は
様
々
な
支
援

策
を
講
じ
て
き
た
が
、
鹿
島

市
が
取
り
組
ん
で
き
た
経
済

対
策
の
財
政
規
模
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
弁　

約
７
億
６
千
万
の
対

策
を
講
じ
て
き
た
。

質
問
二　

佐
賀
県
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
・
ク
ー
ポ
ン
発
効

券
支
援
事
業
費
補
助
金
等
県

の
制
度
が
活
用
で
き
る
と
思

う
が
、
担
当
課
は
検
討
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

こ
の
制
度
を
活
用
し

て
、
祐
徳
門
前
商
店
街
で
10

月
６
日
よ
り
（
祐
徳
門
前
お

徳
ー
ポ
ン
）
を
企
画
し
て
い

る
。
23
店
舗
が
参
加
予
定
で

あ
る
。

質
問
三　

今
後
の
観
光
戦
略

を
考
え
て
い
く
上
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
観
光
P
R
・
発

信
力
が
重
要
。
担
当
課
、
観

光
協
会
に
加
え
、
観
光
事
業

に
精
通
し
て
い
る
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
、
地
域
活
性
化

企
業
人
（
企
業
か
ら
派
遣
さ

れ
る
制
度
）
検
討
を
お
願
い

し
た
い
。

答
弁　

先
日
任
命
し
た
ふ
る

さ
と
鹿
島
P
R
大
使
を
ふ
く

め
、
様
々
な
制
度
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問
一　

公
立
中
学
校
の
休

日
の
部
活
動
を
地
域
に
移
行

す
る
改
革
が
、
２
０
２
３
年

〜
２
０
２
５
年
度
ま
で
の

３
ヵ
年
を
改
革
集
中
期
間
に

さ
れ
、
今
後
、
部
活
動
の
地

域
移
行
が
進
め
ら
れ
る
。

　

部
活
動
は
、
学
校
教
育
に

お
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
と
思
わ
れ

る
の
で
、
慎
重
に
進
め
て
ほ

し
い
。

答
弁　

こ
れ
か
ら
教
育
委
員

会
を
始
め
関
係
者
に
よ
り
協

議
を
進
め
て
い
く
。

質
問
二　

西
部
中
、
東
部
中

の
部
活
に
お
い
て
、
部
員
不

足
に
よ
り
合
同
チ
ー
ム
が
編

成
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

担
当
課
に
は
、
今
後
、
現
場

の
声
を
大
切
し
な
が
ら
、
細

や
か
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

（
学
校
間
の
送
迎
等
）

答
弁　

現
場
の
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
に
対
応
し
て
い
き
た
。

松
田　

義
太 

議
員

今
後
の
部
活
動
に
つ
い
て

鹿
島
市
基
幹
産
業（
第
一
次
産
業
）の

振
興
と
支
援
策
に
つ
い
て

質
問
一　

地
域
農
林
漁
業
は

持
続
的
発
展
が
推
進
さ
れ
て

い
る
か
疑
問
に
感
じ
る
。

　

耕
作
放
棄
地
は
拡
大
し
、

鳥
獣
被
害
は
麓
近
く
ま
で
発

生
。
米
・
麦
・
大
豆
・
園
芸

作
物
等
に
よ
る
水
田
の
フ
ル

活
用
の
課
題
や
「
さ
が
園

芸
生
産
８
８
８
億
円
推
進
事

業
」
で
農
家
の
収
入
増
に
繋

が
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
漁
場
環
境
の
悪
化
、

貝
類
の
生
産
危
機
、
海
苔
養

殖
の
漁
家
の
生
活
安
定
の
問

題
な
ど
基
幹
産
業
の
足
元
を

強
固
に
支
え
る
支
援
策
が
重

要
と
考
え
る
。
松
尾
市
長
が

描
く
基
幹
産
業
の
振
興
の
道

筋
と
今
後
の
施
策
の
重
要
課

題
を
問
う
。

答
弁　

農
業
就
業
者
の
高
齢

化
対
策
と
し
て
新
規
就
農
者

の
支
援
を
更
に
進
め
る
。
近

隣
他
市
に
遅
れ
を
取
っ
て
い

る
園
芸
団
地
構
想
が
急
務
と

考
え
る
。
収
益
性
の
高
い
作

物
（
イ
チ
ゴ
さ
ん
・
に
じ
ゅ

う
ま
る
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
等
）
を
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
推

進
す
る
。

　

漁
場
環
境
改
善
と
し
て
本

市
で
出
来
る
こ
と
は
積
極
的

に
行
い
、
浚
渫
・
海
底
耕
耘

は
県
・
国
へ
の
要
望
を
強
め
、

鹿
島
沖
の
潮
の
流
れ
が
滞
る

原
因
調
査
、
対
策
を
国
へ
の

要
望
活
動
に
加
え
る
。

質
問
二　

重
伝
建
認
定
か
ら

15
年
が
経
ち
、
本
市
の
観
光

地
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
も
、
朝

市
、
観
光
列
車
の
お
出
迎
え
、

浜
バ
ー
開
所
な
ど
観
光
振
興

に
寄
与
し
て
い
る
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け

て
観
光
客
の
満
足
度
を
更
に

高
め
る
酒
蔵
通
り
の
環
境
整

備
は
必
要
と
考
え
る
。
中
町

消
防
車
庫
を
景
観
に
合
わ
せ

て
レ
ト
ロ
な
建
物
へ
の
整
備
、

イ
ベ
ン
ト
時
の
ト
イ
レ
不
足

の
対
応
策
と
し
て
消
防
車
庫

裏
の
公
衆
ト
イ
レ
水
洗
・
美

装
化
を
要
望
す
る
。

答
弁　

重
伝
建
地
区
の
公
共

施
設
の
外
観
を
街
並
み
に
合

わ
せ
る
こ
と
は
基
本
的
に
合

意
と
考
え
る
。

　

整
備
の
優
先
順
位
の
問
題

な
の
で
「
肥
前
浜
宿
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
・
「
歴
史
的

景
観
審
議
会
」
に
議
題
と
し

て
諮
る
。

　

公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は

老
朽
化
で
も
あ
り
、
撤
去
を

考
え
て
い
た
が
消
防
車
庫
に

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
な
く

現
状
の
ま
ま
で
あ
る
。
今
後

検
討
す
る
。

伊
東　

茂 

議
員

肥
前
浜
宿
ま
ち
な
み

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

新
市
民
会
館
の
運
営
に
つ
い
て

質
問
一　

民
俗
資
料
館
も
併

設
さ
れ
、
自
由
に
出
入
り
出

来
る
施
設
に
な
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
運
営
の
主
体
は
ど

こ
に
な
る
の
か
。

　

完
成
予
定
が
5
月
末
日
に

延
期
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
等
の
企

画
は
準
備
で
き
て
い
る
の
か
。

答
弁　
「『
ま
ち
の
晴
れ
舞

台
』
と
し
て
整
備
し
、
様
々

な
文
化
芸
術
活
動
の
発
表
や

芸
術
鑑
賞
な
ど
、
多
様
な
市

民
交
流
の
場
を
提
供
す
る
」

と
第
7
次
総
合
計
画
に
あ
る

が
、
こ
れ
を
効
果
的
に
実
現

す
る
た
め
に
、
管
理
運
営
及

び
活
用
が
極
め
て
重
要
と
考

え
る
。

　

現
在
、
関
係
課
で
構
成
す

る
庁
内
連
絡
会
議
を
適
時
開

催
し
、
検
討
協
議
を
重
ね
て

い
る
。
公
の
施
設
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
直
営
ま
た
は
指

定
管
理
者
の
い
ず
れ
か
に
よ

る
管
理
と
な
っ
て
お
り
、
ま

ず
は
直
営
で
と
考
え
て
い
る
。

　

完
成
後
、
備
品
搬
入
や
試

運
転
な
ど
約
3
か
月
程
度
の

準
備
期
間
を
経
て
、
オ
ー
プ

ン
す
る
見
込
み
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
プ
レ

オ
ー
プ
ン
と
い
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
市
内
の
団
体
や

市
民
の
方
の
参
加
も
含
め
検

討
中
だ
。

　

施
設
目
的
を
効
果
的
に
実

現
で
き
る
よ
う
な
組
織
体
制
、

人
員
配
置
に
つ
い
て
も
同
じ

で
あ
る
。

　

民
俗
資
料
館
は
こ
の
施
設

の
大
き
な
魅
力
で
あ
り
鹿
島

ら
し
さ
に
繋
が
る
と
考
え
る

し
、
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
も
効

果
的
な
活
用
を
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
人
員
の
配
置
に

す
る
の
か
、
ま
さ
に
協
議
中

の
と
こ
ろ
だ
。

質
問
二　

ま
ち
づ
く
り
の
核

と
な
り
う
る
文
化
施
設
と
思

う
が
。

　

市
長
の
文
化
に
対
す
る
考

え
方
は
。

答
弁　

鹿
島
市
は
、
様
々
な

伝
承
芸
能
等
を
含
め
文
化
で

育
ん
で
き
た
面
も
多
い
。
早

く
オ
ー
プ
ン
を
と
、
期
待
す

る
声
も
多
く
、
文
化
に
対
す

る
市
民
の
関
心
も
高
い
と
思

う
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
一
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、
新
市
民
会
館
の
運
営
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。

勝
屋　

弘
貞 

議
員
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令
和
３
年
度
議
案
第
38
号
か
ら
43
号
ま
で
す
べ
て
の
議
案

に
賛
成
で
あ
る
が
、
議
案
第
38
号
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

討
論
す
る
。

　

令
和
３
年
度
の
歳
入
１
７
９
億
９
０
５
１
万
７
千
円
、
歳

出
１
７
５
億
5
9
3
4
万
７
千
円
で
、
差
し
引
き
４
億
３
２

１
６
万
９
千
円
黒
字
決
算
だ
っ
た
。

　

主
要
事
業
と
し
て
、
新
鹿
島
市
民
会
館
建
設
、
明
倫
小
学

校
大
規
模
改
造
工
事
を
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
オ
ー
プ

ン
教
室
か
ら
壁
を
設
け
る
こ
と
で
冷
暖
房
の
効
率
が
上
が
る
。

　

明
倫
小
学
校
校
庭
に
建
設
さ
れ
た
学
童
保
育
施
設
は
、
不

足
し
て
い
た
学
童
保
育
施
設
整
備
と
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
経
済
対
策
に

取
り
組
み
、
市
民
生
活
へ
の
支
援
策
と
な
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
第
38
号
か
ら
４
３
号
ま
で
の
す
べ
て
の
議
案
に

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

令
和
３
年
度

   
鹿
島
市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

福
井　

正 

議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
国
民
を
年
齢
で
区
切
り
、
高
齢

者
を
別
の
医
療
保
険
へ
強
制
的
に
囲
い
込
む
と
い
う
、
ま
さ

に
負
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し
付
け
る
も
の
。

　

制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
６
回
の
保
険
税
値
上
げ
。
税
は
強

制
的
に
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
人
が
多
く
、
残
っ
た
わ

ず
か
な
年
金
で
苦
し
い
生
活
を
し
て
い
る
人
は
多
い
。

　

税
は
確
実
に
引
か
れ
て
も
、
病
院
代
が
な
い
た
め
、
病
院

に
か
か
れ
な
い
人
も
い
る
。
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

元
の
老
人
保
険
制
度
に
戻
す
こ
と
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば

保
険
税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
。

　

３
年
度
に
お
い
て
も
全
く
検
討
さ
れ
ず
、
老
人
を
不
安
に

追
い
込
み
、
苦
し
ま
せ
た
。
反
対
す
る
。

反
対
討
論

令
和
３
年
度

   

鹿
島
市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

松
尾　

征
子 

議
員

【決算審査特別委員会委員長報告】
　本会議において本委員会に付託された議案第38号から議案第43号までの6議案につきまして、9月
15日、16日、21日、22日の4日間にわたり委員会を開催した。
　まず、15日に以下の議案関係６カ所の現地調査を行った。
①明倫小学校放課後児童クラブ新築工事②明倫小学校大規模改造２期工事③市道中川内・広平線
道路兼用護岸災害復旧工事④市民会館新築工事⑤鹿島城赤門続塀保存修理工事⑥企業等農業参
入支援事業（トゥルーバーファーム佐賀（株））

　市長以下、執行部の出席のもと、審査に入った。
　一般会計は、歳入179億9151万8492円、歳出は175億5934万9404
円、差し引き4億3216万9088円の黒字決算。
　国民健康保険特別会計は、歳入決算額38億5192万８932円、歳出決
算額36億9476万1263円であり、1億5716万7669円の黒字決算。
　後期高齢者医療特別会計は、歳入決算額4億2998万6613円、歳出
決算額4億2721万2372円で、収支差引き277万4241円の黒字決算。
　水道事業会計決算は、収益的収入５億4399万5807円、収益的支出
４億4591万3984円、差し引き純利益は9808万1823円。
　下水道事業会計決算は、総収入10億5349万4891円、総費用10億
1008万8751円、差し引き4340万6140円。

　監査委員から６議案に係る決算審査の結果について説明。
　「審査に付された歳入歳出決算及び同附属書類は、いずれも関係法
令に準拠して作成されており、係数についても関係諸帳簿及び証拠書類
と照合の結果、適正に表示されていた。また、予算の執行については、歳
入の確保と歳出予算の効率的な執行に配慮しながら各種の施策が推
進されており、各会計とも予算計上の趣旨に沿って適正に処理されてい
た」と報告を受けた。

　説明後直ちに審査に入り、本委員会に付託された６議案に対し、各委
員会からの多項目にわたる質疑があり22日の質疑終了後に討論、採決
の結果、賛成多数で原案の通り認定することとした。
　　　　　　　　　　決算審査特別委員会　委員長　中村一尭

【決算審査特別委員会の経過】
9月15日　午前10時開会
　主要施策の成果説明書の概要説明、決算審査等の概要説明、現地調査箇所の事業概要説明。午後より現地
　調査６カ所。
9月16日　午前10時より終日
　一般会計歳入歳出決算認定について質疑(教育委員会、市民部、産業部ほか)
9月21日　午前10時より終日
　一般会計歳入歳出決算認定について質疑(総務部ほか、建設環境部)
9月22日　午前10時より終日
　特別会計３議案、公営企業会計２議案質疑後、議案第３８号から議案第４３号までの一括討論、採決。

　10月23日（日）、３年ぶり
に開催された「秋の蔵々ま
つり」。
　旅行などの規制も緩和さ
れ、酒蔵通リには久しぶり
の活気が戻ってきた。
　西九州新幹線も開業し、
今後の観光の活性化に期待
が高まる。

［令和４年９月議会号］ ［令和４年９月議会号］
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【文教厚生産業委員会活動報告】

　令和４年７月８日、鹿島市の商工業進展のため、鹿
島商工会議所青年部との意見交換会を行ったので
その要約を報告する。

　最初に山﨑会長の挨拶があり、鹿島市へ政策提
言したいとの意向を示された。

○【商：山﨑会長】若い人の就職先がなく県外に出る人が多いので、企業誘致してもらえば高卒、大卒
　の人も仕事に就けると思うが、鹿島市は企業誘致しているのか。
○【商：溝上直前会長】何か事業をしようと思うときに、どういう補助金があるのか知らないし、市役所の
　どこに聞けばいいのかわからないので、補助金の種類等をＨＰに掲載してほしい。
○【商：中島副会長】人材確保が難しい。他でマッチングアプリやサイト等を見たことあるが、 鹿島市には
　あるのか、また予定はあるのか。
○【商：中島副会長】ハローワークに出しても求職がない。マッチングアプリなど選択肢が増えたらいいと
　思う。休み明けに来なくなる例もあり興味を抱いてもらう指導が難しい。
○【商：池田委員長】鹿島の良さはたくさんあるのでもっと発信した方が良い。インスタグラムの写真は
　イメージが分かりやすい。また、国はデジタル庁ができているが鹿島市もそういうことを考えているのか。
○【商：古賀副委員長】鹿島は自然が一杯で魅力的だが宿泊する施設がない。ツアーで回るだけでなく
　宿泊して体験してもらうツアーがあればいいと思う。
○【商：家永副委員長】鹿島の魅力を感じてもらうために体験できる場所があればいいと思う。例えば酒
　蔵での酒造りや、干潟のむつかけ、農家体験など。体験は足を運ばないとできないからそれで人を呼
　べるように。
○【商：中村一尭委員】入ったばかりだが、若い人たちは鹿島市がもっと良くなるように考えている。大宰
　府天満宮の話を聞いて、祐徳稲荷神社に行った後、次に何処へ行くのか考えさせられた。

　以上のような質問に対し、鹿島市で行っている事業について丁寧に説明し、市政へ関心が向くよう依
頼した。また若者向けのデジタル化等への提言には、鹿島市としても努力していく意向を伝え、コロナ禍
での開催のため短時間で終了した。

参加者
　※鹿島商工会議所青年部
　　　山﨑和良会長、溝上祐介直前会長、中島健副会長、冨永昂志委員長、池田哲哉委員長、
　　　古賀将臣副委員長、家永俊弘副委員長、中村一尭市議

　※文教厚生産業委員会
　　樋口作二委員長、徳村博紀副委員長、西一郎委員、笠継健吾委員、池田廣志委員、伊東茂委員、
　　松尾征子委員、松田義太委員
　　

【議会運営委員会行政視察報告】
●日程
　令和4年6月29日（水）～7月1日（金）

　委員長：伊東茂　副委員長：中村一尭
　委員：徳村博紀、中村和典、樋口作二、杉原元博
　オブザーバー：松田義太副議長

埼玉県吉川市議会　人口約73,000人　議員定数20人
●高校生議会等の取り組み
　議会を身近に感じてほしい、開かれた議会を目指す、政治への関心
を高めたい、そのために若い世代の力を借りようという思いと高校によ
る主権者教育の取り組みが一致して高校生議会が開催された。
　模擬議会では駅から学校周辺の整備について多くの質問がなされ
た。
　２０１５年選挙管理委員会事務の協働体験・模擬選挙、２０１７年～
２０１９年は高校生模擬議会、その後は新型コロナウィルスの影響で中
止している。

茨城県牛久市議会　人口約84,000人　議員定数22人
●高校生議会等の取り組み
　平成５年より子ども議会、中学生議会、シルバー議会、女性議会、市
民議会などを２４回開催している。平成２８年から選挙権が１８歳に引
き下げとなったことから、政治や選挙に関心を持ってもらうために平成
２９年に高校生議会が開催された。
　市内４校から３名ずつ参加し、一般質問形式で行われており、質問
事項の通告書により答弁は市執行部が行う。今後は小学生議会、中
学生議会、高校生議会を輪番制で開催予定。

神奈川県川崎市　人口約154万人　議員定数60人
●高校生議会等の取り組み
　市内高校生の「これからも住み続けたいまち・川崎の未来のために
」をテーマに市の理想像について調査研究し、議会への理解を深め関
心を高める目的で高校生議会が開催される。
　参加者は市立高校５校から各学校６～７名を選出。５つの委員会
にわかれ、議会議員と意見交換する。その後議場にて「選挙の仕組
み・意義」の講義後、議場にて各委員会からの提言の採択。
　提言内容は「ユニバーサルデザインの普及」「地域の魅力の発信の
仕方」「美しく、アートに溢れた町、川崎を目指して」など、高校生らしい
素晴らしい提言であった。
 

［令和４年９月議会号］ ［令和４年９月議会号］



　令和４年８月１９日に鹿島市議会全員協議会室において鹿島高校２年生１６名との意見交換会を開催しま

した。

　高校生が在学中に主権者や成人となることを受け、議会の仕組みや議員の活動、議員の果たす役割などに

ついて関心を持ってもらうために、今回初めて開催したものです。

　最初に生徒から、日頃探究学習として取り組んでいる７つのテーマ「鹿島市を活性化させよう」、「一人暮

らしの高齢者が住みやすい街づくり」、「鹿島のプラごみをつかおう」、「ＡＩで鹿島市に農業革命を」、

「外国人労働者雇用状況について」、「ドローンで繋ぐ地域経済」、「地域の特産物を活かしたお店を提案し

よう」について課題や解決提案を発表してもらい、テーマごとに意見交換を行いました。　

　その後、鹿島市の魅力や課題について自由討議を行い、最後は、議場において生徒たちと記念撮影を行い

ました。

高校生との意見交換会を開催しました

1 9 1 8

【意見書】

意見書第２号

燃料、肥料、飼料等の価格高騰対策の強化を求める意見書（案）

　食料や資源の多くを海外に依存するわが国では、諸外国の輸出規制、緊迫化する世界情勢のあおり
を受け、農畜産物の生産に必要な燃油、肥料、飼料価格のほか、被覆資材などの生産資材、ハウスや共
同利用施設の建設費等も高騰し、その結果、当市の農業振興にも多大な影響を与えている。
　さらには、コロナ禍の影響も重なる中、このままでは、安定的な農業経営や、食料供給を支える農業生
産の維持が危惧されるところである。
　よって国においては、生産者が今直面しているコスト高を乗り越え、将来にわたり農業生産を継続でき
るよう、下記事項について実施されることを強く要望する。

記

１　施設園芸等の燃油価格高騰対策について、事業の継続を行うとともに、さらなる運用改善・支援拡
　充を図ること。

２　肥料価格高騰セーフティネット構築にあたり、多くの農業者を漏らすことなく、かつ、速やかな支援を可
　能とする制度設計を行うこと。

３　配合飼料価格が高値で推移する中、配合飼料価格安定制度の安定的な運用に向け、十分な財源
　確保を行うこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　令和４年１０月５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀県 鹿島市議会

　衆議院議長　　　細　田　博　之　　様
　参議院議長　　　尾　辻　秀　久　　様
　内閣総理大臣　　岸　田　文　雄　　様
　財務大臣　　　　鈴　木　俊　一　　様
　農林水産大臣　　野　村　哲　郎　　様
　内閣官房長官　　松　野　博　一　　様

［令和４年９月議会号］ ［令和４年９月議会号］
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特
急
の
本
数
は
大
幅
に
減
便
と
な
り
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
変
化
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て
い
き
ま
す
が
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ピ
ン
チ
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チ
ャ
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と
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え
て
、
魅
力
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ふ
れ
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土
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こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
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望
を
お
待
ち

し
て
お
り
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す
。

議長交際費を公表します。 金額単位：円

7月
 １日 議会運営員会行政視察（６月29日～）
 ７日 議会だより編集会議
 ８日 商工会議所青年部との意見交換会
 （文教厚生産業委員会）
11日 議会だより編集会議
12日 議会運営委員会
13日 執行部との意見交換会（議会運営委員会）
22日 西部広域環境組合７月臨時会
28日 臨時議会運営委員会

9月
  ２日 ９月定例会　開会　議案の上程（～10月５日）
 全員協議会
 総務建設環境委員協議会
  ８日 ９月定例会　議案審議
  　　　　質疑、討論、採決（～９日）
13日 文教厚生産業委員協議会
15日 決算審査特別委員会（現地調査）
16日 決算審査特別委員会（一般会計）
21日 決算審査特別委員会（一般会計）
22日 決算審査特別委員会（特別会計、公営企業会計）
27日 ９月定例会　一般質問（～30日）
28日 総務建設環境委員協議会
 文教厚生産業委員協議会
29日 議会運営委員会
30日 全員協議会

 ３日 全員協議会
 総務建設環境委員協議会
 文教厚生産業委員協議会
17日 議会運営委員会
19日 高校生との意見交換会
23日 全員協議会
 総務建設環境委員協議会
 文教厚生産業委員協議会
24日 総務建設環境委員協議会
 文教厚生産業委員協議会
25日 衛生施設組合８月定例会
 杵藤地区広域市町村圏組合８月定例会
31日 議会運営委員会

8月

区　分

弔　慰

見舞い

祝　儀

会　費

接　遇

その他

合　計

0

0

0

1

0

0

1

合計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

７月 ８月 ９月

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

0 

0 

5,000 

0 

0 

5,000 

0

0

1

1

0

0

2

0

0

8,000

5,000

0

0

13,000

0

0

1

0

0

0

1

0

0

8,000

0

0

0

8,000

議会あれこれ（令和４年７月～９月）

行政視察受入状況 (令和４年７月～９月)
７月２１日　愛知県春日井市議会　　９名

2 0

令
和
４
年
度
か
し
ま
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　
　  

杉
原
　
元
博

副
委
員
長
　
　
福
井
　
　
正

委
　
　
員
　
　
西
　
　
一
郎

委
　
　
員
　
　
宮
崎
　
幸
宏

委
　
　
員
　
　
笠
継
　
健
吾

顧
　
　
問
　
　
松
田
　
義
太


	_01
	_0203
	_0405
	_0607
	_0809
	_1011
	_1213
	_1415
	_1617
	_1819
	_20

